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冬
の
電
力
不
足
に
備
え
る
た
め
、

関
西
電
力
は
、
　
月
　
日
～
来
年
３

１２

１９

月
　
日
（
　
月
　
日
～
１
月
４
日
を

２３

１２

２９

除
く
）
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
９

時
の
間
、
　
％
以
上
の
節
電
を
要
請

１０

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
家
庭
で
は
夕

方
以
降
の
午
後
６
時
～
９
時
の
間
の

節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
に

影
響
の
な
い
範
囲
で
、
可
能
な
限
り

の
節
電
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
問
合
せ
は
、
①
は
施
設
保
全
管
理

グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３

５
７
５
）
、
②
は
環
境
都
市
推
進
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４

７
９
）
へ
。

　
本
市
で
は
、
今
夏
、
７
月
１
日
～

９
月
　
日
の
間
、
市
役
所
本
庁
舎
を

３０

は
じ
め
各
職
場
で
節
電
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ

り
、
市
役
所
本
庁
舎
の
７
月
～
９
月

の
電
気
使
用
量
は
、
昨
年
度
と
比
較

し
て
　
万
９
５
５
２
㌔
㍗
時
減
（
率

１１

に
し
て
　
・
４
％
減
）と
、
当
初
目
指

１５

し
て
い
た
　
％
削
減
を
上
回
り
ま
し

１０

た
。　
月
１
日
以
降
も
、照
明
器
具
の

１０
蛍
光
灯
の
間
引
き
や
情
報
機
器
の
省

エ
ネ
設
定
へ
の
変
更
、
ノ
ー
残
業
デ

ー
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
月
　
日
以

１２

１９

降
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
で

　
％
以
上
の
節
電
を
目
指
し
ま
す
。

１０　
今
後
も
、
暖
房
時
間
の
短
縮
や
道

路
照
明
の
省
エ
ネ
化
な
ど
を
検
討

し
、
さ
ら
な
る
節
電
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

も
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
の
電
力
需
要
は
、
朝
か
ら
夜
に

か
け
て
長
く
な
だ
ら
か
な
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
。
特
に
家
庭
で
は
夕
方
以

降
の
午
後
６
時
～
９
時
に
お
い
て
、

次
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
た
だ
し
、
暖
房
の
控
え
す
ぎ
に
よ

る
体
調
不
良
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙
不
要
な
照
明
は
消
灯
す
る

煙
エ
ア
コ
ン
は
室
温
　
度
を
目
安
に

20

設
定
す
る

煙
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
こ
た
つ

の
設
定
温
度
は
低
め
に
す
る

煙
テ
レ
ビ
は
見
な
い
と
き
は
消
す

煙
電
気
ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
の
保
温
機

能
は
使
用
を
最
小
限
に
す
る

煙
冷
蔵
庫
を
開
け
る
回
数
を
減
ら
す

煙
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
い
て
待
機
電
力
を
削
減
す
る

①
市
役
所
の
節
電
対
策

②
身
近
な
取
り
組
み
着
実
に

【節電に関する問合せ先】
葛関西電力の専用ダイヤル

0120・911・777
※受付時間は午前９時～午後８時（土・日曜、
祝日、12月29日～来年1月4日は午前９時～
午後５時半）
※ホームページ（http://www.kepco.co.jp/）
もご覧ください

　
市
は
「
生
物
多
様
性
に
し
の
み
や

戦
略
（
仮
称
）
」
の
素
案
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　
こ
の
案
は
、
市
内
に
お
け
る
生
物

多
様
性
を
保
全
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
そ
の
多
様
性
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
目
標
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
案
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
策
定
委

員
会
な
ど
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
頂
い
た
意
見
を
参
考
に
策
定

作
業
を
進
め
ま
す
。

　
素
案
は
環
境
学
習
推
進
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
本
庁
舎
８
階
）
、
市
役
所

本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所
横
、
各
支

所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア

ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
市
政
情
報
似
参
画
と
協
働
）
に
掲

　
年
末
年
始
の
資
源
Ａ
の
収
集
日
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
年
末
年
始
は

生
活
ご
み
、
資
源
な
ど
が
大
変
多
く

な
る
た
め
収
集
時
間
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
収
集
日
当
日
の
午
前

８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
美
化
第
１
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
３
・
４
７
５
８
）、
美

化
第
２
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
４

１
・
６
２
６
５
）
、
美
化
企
画
グ
ル

ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
８
６
５

３
）
へ
。

　
※
問
合
せ
の
受
付
時
間
は
月
曜
～

金
曜
の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
４
時

２０

　
分
、
祝
日
の
午
前
８
時
　
分
～
午

５０

２０

後
４
時
５
分

　
※
　
月
　
日
以
降
の
「
資
源
Ａ
」

１２

１２

お
よ
び
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
ご
み
・

美
化
）
や
本
紙
　
月
　
日
号
で
お
知

１２

１０

ら
せ
し
ま
す

年始開始日年内最終日毎月の
収集地区

1月5日12月1日第1木曜
収集の地区

1月6日12月2日第1金曜
収集の地区

1月4日12月7日第1水曜
収集の地区

1月12日12月8日第2木曜
収集の地区

1月13日12月9日第2金曜
収集の地区

　市は、地域で自主的に新聞やダ
ンボールなどを回収し、ごみの減
量と再資源化に取り組んでいる団
体に奨励金を交付しています。
　奨励金交付には、事前に登録が
必要ですので、希望団体は登録手
続きを行ってください。
　問合せは美化企画グループ
（0798・35・8653）へ。
【対象】次のいずれの要件も満た
す営利を目的としない市内の地域
団体 ▽世帯数２０世帯以上か構成人
数が２０人以上 ▽年２回以上かつ半
年間に５００㌔ 以上の再生資源を回
収　※今回の登録団体は来年１月回
収分から奨励金交付の対象になり
ます
【登録手続き受付期間】１２月１日
～２８日（毎年６・１２月に受付）
　※平成２２年度は、１万３０３０㌧
の紙類やアルミ缶などがリサイク
ルされました。登録団体は今年１０
月末現在で５５５団体です

　生ごみ処理機や生ごみ堆肥化容
器を新たに購入する人（平成２３年
７月１日～１１月３０日に購入した人
も可。事業所を除く）に補助金を交
付します。
　２万円を限度に購入費（消費税
込）の２分の１（１００円未満切り捨て）
を補助します。
　ただし、過去５年以内に補助金を
受けている人は除きます。
　問合せは美化企画グループ
（０７９８・３５・８６５３）へ。
【補助数】４０基程度
【申込】所定の申請書（１世帯１通）
に住民票の写しなど申請者の住所
が確認できるものを添えて１２月１
日～２８日（郵送の場合消印有効）に
美化企画グループへ郵送か持参を。
多数の場合抽選　※申請書は同グ
ループで配布しているほか、市の
ホームページ（べんりナビ飼ごみ）
からダウンロード可

　
市
は
、
も
の
づ
く
り
等
の
分
野
で

優
れ
た
技
術
力
や
研
究
開
発
力
を
有

す
る
事
業
所
を
顕
彰
す
る
「
西
宮
市

優
良
事
業
所
顕
彰
～
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
　
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｚ
Ｅ
（
ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
・
テ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ズ
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
対
象
業
種
を
拡
大

し
、
技
術
の
応
用
力
に
優
れ
た
事
業

所
を
対
象
と
し
た
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
　
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
（
ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
・
ア
プ

ラ
イ
ド
・
プ
ラ
イ
ズ
）
」
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
選
考
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
平
成
　
年
度
受
賞
事
業
所

２３

受賞対象の技術等（製品・サービス）事業所名種別

写真データのインターネット
入稿から自動的に受注入力す
るシステムの開発

プロカラー
ラボ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

天然ガス自動車による学校給
食の共同配送と食品衛生上の
安全を確保できる施設の導入

金田運輸

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

伝統的建築物をはじめとする
各種建築物の設計手法と監理
技術

三弘建築
事務所

オリジナルメッセージを印刷
し絵付けを行った「ろうそく
手紙」の開発

松本商店

インターネット等の情報通信
技術を活用した廃棄物管理
データ共有システムの開発

リヴァッ
クス

（
５
社
）
が
決
定
し
、
　
月
　
日
に

１１

２６

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
の
受

賞
事
業
所
と
そ
の
技
術
等
（
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
）
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
　
問
合
せ
は
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
６
９
）へ
。

載
し
ま
す
。

　
【
意
見
の
提
出
方
法
】
案
へ
の
意

見
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も
の
を

郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
　
月
　
日
～
　

１１

２５

１２

月
　
日
（
消
印
有
効
）
に
環
境
学
習

２６
推
進
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５

６
７
六
湛
寺
町
　
―
３
☎
０
７
９

１０

８
・
３
５
・
３
０
３
９
死vo_kan

gaku@
nishi.or.jp

）
へ
。
持
参

も
可
　
※
な
お
、
頂
い
た
意
見
は
市
の
見

解
と
と
も
に
公
開
し
ま
す
（
個
人
情

報
を
除
く
）
。
電
話
で
の
意
見
の
受

付
や
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

　
市
は
、
近
い
将
来
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
に

備
え
、
津
波
に
よ
る
浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
以
南
の
地
域
に
お

い
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど

３
階
建
て
以
上
の
堅
固
な
建
物
に
対

す
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
同
地
域
に
は
、
約
　
万
人
の
市
民

２１

が
住
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
学
校

や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
　
施
設

６９

（
約
７
万
５
０
０
０
人
収
容
可
）
を

津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
し
、
商
業
施

設
や
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
も
順

次
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
　
月
４
日
に
次
の
病

１１

院
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
民
間
８
施
設

（
約
１
万
人
収
容
可
）
と
津
波
避
難

ビ
ル
指
定
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

津
波
警
報
や
洪
水
に
よ
る
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
一
時
避
難
場

所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
津
波
避
難
ビ
ル
指
定
の
拡

大
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
問
合
せ
は
防
災
対
策
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
４
６
）へ
。

　
【
津
波
避
難
ビ
ル
】
杏
和
総
合
医

学
研
究
所
（
鳴
尾
浜
２
丁
目
）、
笹
生

病
院
（
弓
場
町
）、
谷
向
病
院
（
今
津

水
波
町
）、
西
宮
回
生
病
院
（
大
浜

町
）、
西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院

（
今
津
山
中
町
）、
ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園

（
甲
子
園
高
潮
町
）、
兵
庫
医
科
大
学

病
院
（
武
庫
川
町
）、
明
和
病
院
（
上

鳴
尾
町
）　
　　
　
　
　
（
　
音
順
）

５０

気
取
り
組
み
内
容（
例
）

年末年始の資源A（※）の収集日

※資源A…新聞・ダンボール・紙パック・古着


